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生徒の研究発表、感想文、ワークシートなど 
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啓明ビジネスプランコンテスト  
 
 総合的な学習の時間 ４時間 

 
【目的】 
ソーシャル・アントレプレナーシップを育むことを目的に、SGH 指定 2 年目からソーシャル 
ビジネスのアイデアを競うコンテストを校内で開催している。 
グローバルな視点で社会課題を考えるために、平成 30 年度から香港の高校生に参加していた
だいている。 

【方法】 
 ９月      クラス審査（１次審査）    書類選考 ホームルームで実施 ４５分 
 ９月、11 月   専門家審査（２次、３次審査） 書類選考  
 12 月      専門家審査（最終審査）    プレゼンテーション      ６０分 
 
コンテストの審査には、ソーシャルビジネスに関わっている専門家と学識経験者が加わってい 
る。審査基準には、ソーシャルビジネスの観点を盛り込んでいる。 

社 会 性：その事業プランが成功すれば、社会や地域の課題を解決し、社会や地域をよくするか？ 
   独 自 性：その事業プランは他に類似したものがない独自性の高いものか？ 
   ビジネス性：その事業プランはビジネスとして対価を得て、持続可能なものか？ 
 
   
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
予選を勝ち上がったプランは、KG ビジネスプラン 
コンテストへも応募している。 
（主催：関西学院大学社会教育連携機構） 
 
海外校の参加(中止) 
United Christian College Kowloon East (UCCKE) 
から 2 名の生徒が参加する予定だったが、香港の政治情勢が緊迫し、来日できなくなった。 

 
 【事前学習】 

福井邦晃先生（NPO 法人ブレーンヒューマニティ事務局次長）をお招きして、事前学習を行
った。学習内容は以下の通りである。 

・社会課題とは何か。        ・社会課題の見つけ方。 
・社会課題の分析し真因を探る。   ・課題をシステムで解決する。 
教材には、独自に開発した『ビジネスプランの手引き』を使用している。 

【ブラッシュアップ合宿】 
10 月 １泊２日 
講師 ５名（NPO 法人ブレーンヒューマニティ、NPO 法人あっとすくーるより） 
１次、２次審査を通過した９プラン 16 名が、参加した。ビジネスプランにさらに磨きをかけ
るために、講義を３回受講した。また講師の個別指導を２回受けた。 

【発展学習】 
５月、６月、９月、10 月、11 月 
「ソーシャルビジネスの企画」を深く学ぶために、発展的な内容の講座を希望者対象に、90 分
×回行った。（土曜選択講座 高校生 15 名）この 15 名のうち３名が最終審査に残っている。 

写真下 
KG ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗﾝｺﾝﾃｽﾄ 2019 優秀賞受賞 

写真左 
啓明ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗﾝｺﾝﾃｽﾄ 2019 1 次審査 
 
ホームルームクラスで相互審査をしている 
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夏休みをはさんで 5 か月にわたる学習となっている。 
クラス審査、専門家審査を経て 9 作品 16 名がブラッシュアップ合宿に参加している。 
合宿後、3 次審査で 10 作品から 3 作品に絞られ、最終審査まで残ったのは 3 作品６名であった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の方々に、専門家審査（2 次、3 次：書類審査）、最終審査（4 次：プレゼンテーション 
審査）をお願いしている。 

今井 悠介 公益社団法人チャンス・フォー・チルドレン 代表理事 

黒田 尚子 神戸アジアン食堂バル SALA 代表 

大福 総平 特定非営利活動法人 しゃらく 

渡 剛 NPO 法人あっとすくーる 理事長 

藤川 健 兵庫県立大学 准教授 

池田 潔 大阪商業大学 教授 

杉原 左右一 関西学院大学 名誉教授 

武田 丈 関西学院大学 教授 

能島 裕介 特定非営利活動法人ブレーンヒューマニティー 顧問 

藤本 秀俊 有限会社神戸経営支援センター 代表取締役 

川島 一郎 CAMP 合同会社  代表理事 
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ソーシャルビジネスプランと SGDs 
  

社会課題をグローバルな視点でとらえるために、講演会でテーマにしていた SDGs をソーシャル

ビジネスプラン作成と関連付けようとした。生徒にアンケートを実施し、自身が作成したプランを

の SDGs の 17 の目標に分類した。 
1～3 年生全員(744 名)が取り組み、計 744 プランが策定された。分類は、3. すべての人に健康と

福祉を(17%)、11.住み続けられる街作りを(10%)、16. 平和と公正をすべての人に(9%)、1. 貧困

をなくそう(8%)、2.  飢餓をゼロに(8%)が目立った。 
 
 

質問 1 SGH 事業は、現代社会が抱える問題に、将来、取り組もうということでやってきました。 
あなたが取り組むべきだと思う課題を、次の中から３つ選んでください。 

① 貧困     ⑤ 成長・雇用   ⑨ 資源 
② 保健    ⑥ イノベーション  ⑩ 平和 
③ 教育    ⑦ 都市 
④ エネルギー  ⑧ 気候変動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

①貧困

② 保健

③教育

④エネルギー

⑤成長・雇用

⑥イノベーション

⑦都市

⑧気候変動

⑨資源

⑩平和

質問１）

SGH事業で取り組むべき課題（１～３年生）N＝630
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啓明ビジネスプランコンテスト 2019 
啓明学院中学校・高等学校 

 

私たちのアイデアで社会の課題を解決しよう！ 

 
2019年 12月 13日(金) 

10:40～12:20     高校の部 

12:20～13:00     休  憩 

13:00～14:10     中学の部 

チャペルにて 

 

【高校部門】 ３企画 

佐藤 恵玲奈 1 年 C ｸﾗｽ    

福田 華子 1 年 F ｸﾗｽ  

谷川 えれな 2 年 A ｸﾗｽ       

古瀬 和音 2 年 B ｸﾗｽ    

小宮谷 純怜 3 年 C ｸﾗｽ      

石田 ひなの 3 年 D ｸﾗｽ     

 

【ゲスト】 

小林 大紀 関西学院大学 総合政策学部 メディア情報学科 2年（啓明学院 OB） 

 

 

 

【中学部門】 4 企画 
倉本 真弥 3 年 A ｸﾗｽ 老若男女ハッピープロジェクト 
重信 圭歩 3 年 A ｸﾗｽ 共働き家庭のための高学年からの学童保育 
東雲 洸樹 3 年 A ｸﾗｽ VR で無くそう！世界中の偏見を 
苅谷 芽生 3 年 D ｸﾗｽ 介護お悩み相談室 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NO・MORE・ブラック企業 

ジブトレ 
 

八角で脱出！ミャンマーの貧困 
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啓明ビジネスプランコンテスト 2019 最優秀作品 
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【英語版】Overcome Myanmar’s Poverty with Star Aniseed    
Erena Tanigawa  Kazune Furuse 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
このプランは、KG ビジネスプランコンテスト 2019（主催：関西学院大学社会教育連携機構）の最終審査
（11 月 23 日、関西学院上ヶ原キャンパス）にも残り、奨励賞を受賞しました。 

OVERCOME MYANMAR'S 
POVERTY WITH STAR ANISEED

Sr2A Erena Tanigawa Sr2B Kazune Furuse

  

◦We make soaps with oil when 
processing star anises into Tamiflu(Star 
anise peace project)

Business lineup

Star anise peace project 
 This project is held in 

Myanmar 
 Let farmers grow octagons, 

not poppies
 Mr.Kentaro Hayashi

 

Target people 
◦Poor mothers in Myanmar 

Help mothers in Myanmar cover 
education expenses for their children 
to receive suitable education 

 

https://www.jetro.go.jp/ext_images/theme/bop/precedents/pdf/lifestyle_
education_201601_mm.pdf

Poverty

Economically class in Myanmar 

 

Employment 

Salary

Contract

 

Lecture 

Employment Star anise oil

 When we give salary, we 
lecture about importance 

of education 
Solution of education 

problem
↓

Solution of poverty 

Sole

 

◦Time:8:00〜12:00/13:00〜17:00
◦3times a week
◦Ex)making soaps, lapping and shipping 

〈Job description 〉

Employees 
Teaching mothers how to make 

soap
Making business partnership
Developing new project 

 

5.5cm

2cm

Unique about this soap 

Making beauty effect
Made of organic substances, 

such as star anise 
Helping Solve poverty of 

Myanmar 
Originality of appearance 

 

Star anise 
peace project 

The project: 
making soaps 

Development of star 
anise peace project 

Stable income

New 
employment

Solution of poverty 
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啓明ビジネスプランコンテスト 2019 優秀作品 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

53 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

啓明ビジネスプランコンテスト 2019 優秀作品 
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【英語版】 

 

 

 

 

 

 



 
 

57 
 
 

取材記事     啓明ビジネスプランコンテスト 2019 
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取材記事    ソーシャルアントレプレナー 本学院卒業生 
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ソーシャルビジネスプラン作成の手引き 

 

高校   年  クラス   番 氏名              

課題発見シート 

～ ビジネスプランの事前学習のために ～ 
 

 夏休みに「ソーシャルビジネスのビジネスプランを考える」という宿題に取り組みます。ソーシャルビジネスとは、社会

の課題を解決するビジネスを意味します。そこで、今回は私たちが日々の生活の中で感じている「社会の課題」について考

えます。 

 皆さんが社会の中で、「許せない」「おかしい」「なんとかしたい」「不公正だ」「不正義だ」等と思うことを 10 個ほど挙げ

て下さい。（最低 5 個以上） 

※あくまでも「社会の課題」ですから、個人の生活や学校内、家庭内などでの出来事などは控えて下さい。 

 

■社会の中で「許せない」「おかしい」などと思うこと 

１  6 
 

２  7 
 

３  8 
 

４  9 
 

５  10 
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原因分析シート 
(1)それぞれがソーシャルビジネスで解決しようとする課題を３つ考えてください。 

 ※ビジネスで解決することが可能な課題を考えてください。 

(2)各自が選択した課題の原因を考えてください。 

 ※原因には、①その課題が発生する原因（なぜその課題が発生するのか）と②その課題が継続する原因（なぜその課題は

なくならないのか）の２つがあります。それぞれの理由を考えてください。 

課
題
︵
１
︶ 

（対象） 

                 の 

（現状） 

                    

             という状態 

① 

発生する理由（なぜ発生するのか？） 

・ 

・ 

・ 

② 

継続する理由（なぜなくならないのか？） 

・ 

・ 

・ 

課
題
︵
２
︶ 

（対象） 

                 の 

（現状） 

                    

             という状態 

① 

発生する理由（なぜ発生するのか？） 

・ 

・ 

・ 

② 

継続する理由（なぜなくならないのか？） 

・ 

・ 

・ 

課
題
︵
３
︶ 

（対象） 

                 の 

（現状） 

                    

             という状態 

① 

発生する理由（なぜ発生するのか？） 

・ 

・ 

・ 

② 

継続する理由（なぜなくならないのか？） 

・ 

・ 

・ 
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ソーシャルビジネスプラン事業計画書 

１．事業の名称・タイトル （この項目は P2以降を記載してから、最後に書きます。） 

※自分が計画した事業の名称（タイトル）を書きます。 

※事業の特徴や内容が、できるだけ伝わりやすく、多くの人に記憶されやすいものに。 

○タイトル（20文字以内） 

          

          

○サブタイトル（30文字以内程度・なくてもよい） 

 

２．事業の概要（150文字以内） （この項目は P2以降を記載してから、最後に書きます。） 

※どのような人などを対象に、どのような事業を行うのかを簡潔に。 

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

注意事項 
※この事業計画書は必ず各自で１つの計画書を作成して下さい。グループで事業計画を立てることもできますが、

事業計画書はそれぞれ一人一人が作成して下さい。 

※他の生徒と同内容または極めて類似した表現等が使用されている場合は、不正行為としますので、必ず自分の言

葉で記述して下さい。 

※事業計画書は手書きで作成して下さい。手書き以外の事業計画書は認めません。ただし、添付資料については手

書きでなくてもかまいません。 

※添付資料を付ける場合は A4サイズ（両面印刷）で 3 枚まで認めます。 



 
 

62 
 
 

３．事業を考えた動機 

※なぜ自分がこの事業を計画しようと思ったのか、その動機やきっかけを書きます。 

 

 

４．事業で解決しようとする課題 

※この事業で解決しようとする課題について書きます。 

※できるだけ数値、データなどを盛り込んで具体的に。 

対象者（対象） 現在の状況 理想とする状況 

   

５．対象者の状況・状態など 

※対象者はどのような状況・状態にあるのか、数値やデータも交えて具体的に書きます。データを 載せる場合は、その   

データの出典・出所も明記します。 

※できるだけ対象者への直接的な聞き取り（ヒアリング・インタビュー）や文献の調査を行い、対象者がどのようなことを 

考えているのかも書きます。 

○対象者の状況・状態などのデータ 

 

 

 

○対象者の聞き取りや文献調査の結果 
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６．課題の原因 

※なぜそのような課題が発生しているのか、なぜその課題はなくならないのか、という課題の原因を書きます。 

※直接的な原因だけでなく、「原因の原因」や「原因の原因の原因」など、原因を深掘りします。 

○原因分析 

※下の表に箇条書きで、できるだけ多くの原因を書きます。 

 直接的な原因 原因の原因 原因の原因の原因 

課
題
が
発
生
す
る
原
因 

 

 

 

  

課
題
が
な
く
な
ら
な
い
原
因 

   

○重要な原因（主要因）・本当の原因（真因） 

※上記の原因分析の中から、その原因が取り除かれれば課題が劇的に解決すると考えられるような「重要だと思われる 

原因」（主要因）や本当の原因（真因）を書きます。 

 

 

 

 

７．対策の方針 

※社会課題を解決するためには、「課題を発生させないような取り組み」（予防）と「発生してしまった課題を解決するよう 

な取り組み」（対処）の２つがあります。あなたはこの事業を通して、どちらの方法をとるのかを選択して下さい。 

 □課題の発生を防ぐ  □発生した課題を解決する  □その両方を行う 

 

 □その他（                                      ） 
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８．先行事例・類似事例 

※すでに他の地域や国々で行われている事業や、あなたの事業と似ているものをインターネットや文献で調査して、詳し 

く書きます。できるだけ多くの事例を集めます。 

 

 

９．事業の内容 

※課題を解決するために、どのような事業を行うのかを具体的、詳しく書きます。 

○提供するサービスや製造・販売する商品の名称（20文字以内） 

※顧客にとってわかりやすいサービスや商品の名称を考えます。 

          

          

○サービスや商品の内容 

※サービスや商品の内容（中身）をできるだけ詳しく書きます。 

※サービスであればその内容や時間、商品であれば量や品質などもできるだけ詳しく書きます。 

 

 

○サービスや商品の特徴 

※提供するサービスや商品が他のサービスなどと比較してどのような特徴があるのか書きます。 

※他のサービスよりも優れている点や異なっている点を具体的に。 

 

 

■共同提案者がいる場合は、共同提案者を書きます。 

 高校    年   クラス   番 氏名             

 高校    年   クラス   番 氏名             


